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1年も折り返しを迎えましたね。子どもたちはこれから始まる水遊びやプールにワクワクしている様子が伺えます。 

  

 ある午前中、すみれ組の H さんが最近好んで遊んでいる大きなタイヤを転がす遊びを始めようとしていました。ただ、その

遊びを始めるためには園庭にあるタイヤを持ち上げ、立てなければなりません。そして H さんが転がしたいのは園庭にある

タイヤの中でも一番大きなタイヤです。「せんせいぇ～」と“タイヤを持ち上げてよ”とあま～いお誘い。子ども自身で持ち上げ

られないものを私たち保育士（大人）が手助けしてしまうと、子どもたちが思わぬ怪我をしてしまったり、させてしまったりする

ので基本的には自分の力で持ち上げられるのを見守ります。今回も見守り＆応援をしていると、何度目かのチャレンジで H

さんは「ゔゔゔゔ～ん」と力を入れて、持ち上げることができました。持ち上がった時のその笑顔は何とも言えないものでし

た。そんな H さんの様子をじっーとみていた I さん。I さんは私のズボンを引っ張ってこちらも“手伝って”のサイン（可愛すぎ

ます…）。H さんはそんな I さんの様子には気付かずにいました。I さんも何度かチャレンジしたのですが、タイヤは持ち上が

らずにいました。それでも I さんは持ち上げたいタイヤの前から離れようとはしませんでした。「I さん H さんと同じようにタイ

ヤ持ち上げたいみたいだね。」H さんは「こうこうこう…」となんとなく持ち上げ方を I さんに教えてあげているように見えまし

た。そんな H さんに「（I さん）手伝ってあげたら？」と私がちょっと言ってみると、自分の持ち上げたタイヤが気になりつつ（「タ

イヤが倒れたら面倒だぞ」と想像できていることがステキです。）、I さんのタイヤの方に行き、タイヤに手をかけると「ダメだぁ

ぁ」と言ってすぐに自分のタイヤに戻ってきました（笑）。そんなやりとりを何回かした結果、 

H さんは I さんの持ち上げたかったタイヤを一緒に持ち上げてあげ、その後 H さんが 

タイヤを倒してしまったら I さんが助けてあげたりしながら二人で遊び続けました。 

H さんのアドバイスのおかげか！？I さんもタイヤが倒れても一人で持ち上げられるようになっていました。 

 

長々と二人のやりとりを書かせていただきましたが、2 歳児は自己中心性が強く出る時期です。これから 3 歳、4 歳となる

につれて“自分とは違う他者”に気付き始め、少しずつその自己中心性も見え隠れするものになっていくものです（なくなると

は言い切りませんよ）。でも今回の二人は他者を理解し、そしてお互いを受け止めていたように思います。 

 できることがあったり、できないことがあったり、できない日があったり、できる日があったり…行ったり来たりを繰り返しな

がら子どもたちは大きくなっていきます。そしていつの間にかいろいろなことができるようになっているものです。できることを

知っているからどうしても大人の私たちは求めてしまいます。できた瞬間を見ているから大人の私たちは期待してしまいま

す。でも、子どもたちは違います。朝、ママと離れることが寂しかった日は着替えの時間、寂しくなって着替えられなかったり

するものです。暑い日が続いて、イライラしていると、いつもなら仲良く遊んでいたお友だちとケンカをしてしまうものです。そ

んな心と体の揺れが成長していくと、少しずつ少しずつその揺れの幅が小さくなっていく…と思います。 

 そんな子どもたちの揺れを受け止め、また共有しながら保護者の皆さん、職員と子どもたちを見守っていければと思ってい

ます。 

                                                                 （記：主任 湯澤） 

今月のおすすめ紹介 

 最近仙川のスーパーあおばがお気に入りで、特に 2 週間に 1 度土曜日に行われるお魚 DAY(←勝手にこんな風に呼んで

います。) 

 小さい頃、本当に毎日 1食は魚が出ていたこともあり、大の魚好きでスーパーあおばの 

お魚 DAYの日にあおばに行くのを楽しみにしています。ぜひ、言ってみてください！ 

 


